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【理念・基本方針】

【施設・事業所の特徴的な取組】

【評価機関情報】

第 三 者 評 価機 関名

大 阪 府 認 証 番 号

評 価 実 施 期 間 ～

評 価 決 定 年 月 日

評価調査者（役割） （ ）

（ ）

（ ）

【保育理念】愛情あふれるきめ細やかな保育の実践

【法人理念】私たち「社会福祉法人ユニバーサルケア」は全園児と保護者に対し、
健やかな家族愛の実現を目指し、愛情と心配りを根源とする保育サービスの提供に
努めます。

【全職員が全園児と全保護者に寄り添う】
中規模の保育園(定員110名)としての特徴を生かし、全職員が全園児並びに全保護
者を把握しています。クラス担任だけが自分のクラスの園児や保護者と係わるので
はなく『すべての職員がすべての園児の保育にかかわる』『すべての職員がすべて
の保護者に寄り添う』を目標に日々保育業務に携わっています。

【こだわり給食と食育活動】
開園当初から食育に力を入れており、出汁も既製品を使用するのではなく、昆布と
鰹節から引いて取るなど、給食・おやつはすべて安全・安心で健康的な食材に拘り
自園調理しています。毎月新メニューを提供することで、たくさんの食材や料理と
の出会いを楽しめるよう心がけています。また、ご当地メニューや絵本に登場する
メニューを楽しむ『たつのこレストラン』、子どもたちが店員に扮してサービスす
る『たつのこカフェ』を定期的に実施し、子ども達が食への興味と楽しみを様々な
角度から持てるよう工夫しています。

【英語、音楽、ダンスのキッズプログラム】
外部から専門講師を招き、『キッズプログラム』を導入しています。
●幼児期より英語や外国人と慣れ親しんで貰うことを目的とした『キッズABC』
●音楽を使って身体的・感覚的・知的に子ども達の成長を促すことを目的とした
『キッズリトミック』
●リズム感やバランス感覚、運動能力の発達を目的とした『キッズダンス』
これらのプログラムを各年齢の発達段階に合わせて実施し、子どもたちの健全な成
長を促しています。

保育アセスメント株式会社
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◆評価機関総合コメント

◆特に評価の高い点

【総評】

社会福祉法人ユニバーサルケアは、城東区、福島区、住之江区で3園を経営しています。
そのひとつ「たつのこ保育園」は、JR京橋駅から徒歩3分、地下鉄京橋駅から徒歩5分の
所に位置しています。都会のど真ん中にありながら、保育園が入居する高層マンション
（40階建て）は緑地エリアも多く、子どもたちが過ごすにも恵まれた環境と言えます。
園庭は広くはないですが、マンション内の綺麗な共有スペースを活用できるのは勿論、近
隣には10か所以上の公園があり、戸外遊びには不自由しない環境です。ほとんど壁のな
い、広いワンフロアに2歳から5歳が一斉に過ごす環境が特徴的で、全職員が全園児を見
ているともいえる家族的な雰囲気の保育園です。令和7年度には、保育スペースを1.5倍
に広げ、子供向けのトイレも男女別に用意するなど保育環境の改善と職員向けには休憩室
を設置するなど職場環境も合わせて大幅改善を予定しています。園長は保護者や職員との
コミュニケーションを常日頃から大切にしており、保護者アンケート結果からも保護者と
の良好な関係が伝わってきます。

【ワンフロアでの異年齢保育】
2歳から5歳までの４学年が、壁のない一面見渡せるワンフロアで過ごす保育環境が大き
な特徴で、年齢ごとの保育と異年齢保育が自然な形で融合し、子どもたちは楽しく過ごし
ています。ちなみに、保育室は床暖房を備え裸足保育が行われています。自由遊びの時間
も、高学年の子が低学年の子を思いやりの気持ちをもって受入れ一緒に遊ぶ環境が自然に
作られており、80名程度が一斉に集まって行われる日々の様々な活動においても子ども
たちはしっかり先生の話が聞けています。また、4学年の先生たちが絶えず見えるところ
で保育をしていることから、年齢を超えてお互いに助け合うことができるほか、すべての
子どもの顔と名前を憶えられる、不適切保育が構造的に起きにくいなど様々な効果が見ら
れます。また、０歳と１歳に関しては専用の広々とした居室が用意され、家庭的で1人ひ
とりに寄り添える環境となっています。

【多彩な遠足をはじめとする充実した行事】
保護者参加型の行事を年7～8回、それもすべて土曜日に開催しています。4月のクラス
懇談会に始まり、子どもたちがカフェの店員に扮して保護者をもてなす『たつのこカ
フェ』、大阪城公園を舞台に家族で体力増進に取り組むマラソン大会、親子遠足、乳児向
け運動会「なかよしスポーツDAY」幼児向け運動会「たつのこ運動会」、ふれあいス
テージ、たつのこスペシャルDAYなど、親子で一緒に楽しみながら保育者とも交流を深
める行事が数多く実施されることで、保護者との一体感が生まれています。また、2歳以
上を対象に数々の遠足も、みかん狩り、芋掘り、いちご狩り、プラネタリウム鑑賞、劇団
四季の観劇、神戸へのお泊りキャンプなど一般的な保育園とは比較にならない多くの遠足
を実施しているほか、相撲大会を『夏場所、京橋場所、系列の3園（たつのこ、ふじのも
り、こすも）対抗場所、春場所』の年4回実施しています。特に3園対抗場所では、園児
が100名ほど参加して毎年大盛り上がりのイベントとなっています。

【こだわり給食と食育活動】
開園当初から食育に力を入れており、出汁も昆布と鰹節から引いて取ることや国産食材に
こだわるなど、安全安心のおいしい給食・おやつを実現しています。ちょっと珍しいこと
として、3歳以上の子どもにも午前のおやつとして煮干しやするめが提供されています。
給食に関しては、毎月新メニューを提供することで、たくさんの食材や料理との出会いを
楽しめるよう心がけているほか、ご当地メニューや絵本に登場するメニューを楽しむ『た
つのこレストラン』を隔月で実施しているほか、子どもたちが店員に扮してサービスする
『たつのこカフェ』を定期的に開催。こちらは保護者の方もいっしょにスペシャル給食を
食べられるイベントとして実施されています。子ども達も保護者も食への興味と楽しみが
持てるよう工夫されています。



◆改善を求められる点

◆第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

・別紙「第三者評価結果」を参照

【英語、音楽、ダンスのキッズプログラム】
外部から専門講師を招き、毎週水、木、金は『キッズプログラム』が行われています。ま
ず、水曜日は、英語や外国人と慣れ親しんで貰うことを目的とした『キッズABC』。2歳
から5歳までがいっしょに楽しむ英語プログラムです。木曜日は、音楽を使って身体的・
感覚的・知的に子ども達の成長を促すことを目的とした『キッズリトミック』。こちらは
年齢別に実施されています。
金曜日は、リズム感やバランス感覚、運動能力の発達を目的とした『キッズダンス』。こ
れらのプログラムを各年齢の発達段階に合わせて実施し、子どもたちの健全な成長を促し
ています。

◆第三者評価結果

【計画に基づいた研修の実施】
研修計画は立てられていますが、園が必要とする職員の知識・技術など具体的な目標や継
続的な計画が不十分である点、より研修参加者の報告書及び参加者以外の職員に報告する
仕組みが求められます。今後は年度ごとの関連性や継続性を含めた研修計画及び研修成果
の評価・分析、継続した記録の仕組みを期待します。

【リスクマネージメントにおける書類及び保育室の環境整備】
事故報告・ヒヤリ・ハット報告への職員の認識はありますが、ヒヤリ・ハットを収集する
ための工夫が必要です。保育の質の観点から職員の共有をはじめ要因分析・改善策・再発
防止策を図るためにも、収集しやすい記録の見直しを期待します。また物理的な問題もあ
りますがリスクマネージメントの視点から保育室の環境整備（ロッカーの上などに置かれ
た教材など、設置の見直し）を期待します。

【衛生管理マニュアルの整備・見直し】
給食委託業者と連携をとりながら衛生管理を行っていますが、より組織的に綿密な共通理
解や手順の周知が必要です。今後は物理的な問題を加味しながら、衛生管理の視点から業
務手順が具体的な内容になるようにマニュアルの見直しおよび職員に周知し、より衛生的
な保育環境になることを期待します。

　今回、約10年ぶりの第三者評価受審に向け、各施設で『第三者評価委員会』を設置、
各種マニュアルの再整備や、保育内容・業務の再確認と全職員の意識統一を図る良い機会
となりました。
　約半年の準備期間中、全職員で何度もミーティングを持ち、各チェック項目に沿って自
己評価を行い、たくさんの面談や意見交換を実施しました。
　こうした受審に向けた一連の作業から、最終評価までを通じて強く感じたことは、第三
者評価の定期的な受審の必要性、それに伴う自園の強みや改善点の客観的・合理的な気付
き、そしてなにより約20年間施設運営の指標としてきた保育理念に対する確固たる自信
です。
　他方、今回の受審でご指摘頂いた課題も山積しており、これらの課題に対し施設一丸と
なって取り組みながら、子どもたちと保護者に向けたより質の高い保育サービスの提供
と、職員の幸福度UPの為に全力で取り組んでいきたいと思います。



評価結果

Ⅰ-１-(1)-① a

（コメント）

評価結果

Ⅰ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-２-(1)-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。 a

（コメント）

＜別紙＞

第三者評価結果

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１　理念・基本方針

Ⅰ-１-(1) 理念、基本方針が確立・周知されている。

 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

自社ホームページや園内の掲示に保育理念である「愛情あふれるきめ細やかな保
育の実践」が明示されており、園の目指している保育が読み取れます。職員に向
けては、年度当初に開催される全職員参加のキックオフミーティングにおいて理
念や方針が確認され、保育目標や保育テーマが年度ごとに定められることで、職
員の行動規範となるように工夫されています。また保護者に向けては、入園のし
おりに理念が掲載されることで周知されるだけでなく、クラス懇談会や保育参観
で定期的な確認、園内の掲示で日常的な確認によって、広く周知できるように努
めています。

Ⅰ-２　経営状況の把握

Ⅰ-２-(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されてい
る。

園長が大阪市私立保育連盟理事として、理事会・ブロック会・部会等の会議に参
加し、その中で他施設と情報共有や意見交換を行うことで、社会福祉事業や保育
園運営について動向を把握・分析しています。また、城東区の社会福祉協議会会
議・要対協・食育会議等の地域の各会議にも出席することで、地域の動向や課題
について把握・分析しています。経営状況については、社会情勢や近隣の大規模
マンション計画等を踏まえて、法人理事長および監事と半期に一度協議していま
す。

月次資産管理表や入園児数のデータをもとに、法人理事長および監事と半期に一
度協議を行い、運営状況の情報共有・課題解決について検討されています。この
検討された内容は、法人の役員間にとどまらず、管理職とも定期的に共有し、全
職員へは四半期に一度開催される全体ミーティングの中で状況を報告するととも
に、課題解決の必要があるものに関しては、その場で検討されています。



評価結果

Ⅰ-３-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-３-(1)-② a

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-① a

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-② a

（コメント）

Ⅰ-３ 事業計画の策定

Ⅰ-３-(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

令和6年度から5年間の第三次中期計画が策定され、4月に開催されるキックオフ
ミーティングで全職員と情報共有されています。重点項目として、（１）経営組
織（２）事業管理（３）財務管理（４）人事管理の４項目を挙げ、それぞれの項
目について、具体的な課題を挙げており、半期ごとに理事長と監事(税理士)に中
間報告を行い、運営状況に対し適切なアドバイスを仰いでいます。直近では、令
和7年度中の完成を目標に増改築整備を行い、令和8年度には認定こども園への
移行を予定しており、現在、資金・人材・労務・保育において見直しを行ってい
ます。

 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

第三次中・長期計画を踏まえ、令和６年度の事業計画が策定されています。令和
6年度の保育目標は「たつのこ」の文字と紐づけて、「た：楽しく明るく元気な
子」「つ：強い体をつくり」「の：伸び伸びとしなやかに」「こ：心豊かにみん
な友達」を掲げています。また、保育テーマとして、『「つなぐ～それは無限に
～」優しさや思いやりは渡すものではなくつないでいくもの　つながっていくも
の』を掲げています。さらに、令和６年度の重点項目としては、（１）保護者と
の関係づくり（２）給食に対する取組み（３）保育活動（４）職員の協力体制と
資質向上の４項目を掲げ、「令和６年度たつのこ保育園事業計画」として明文化
されています。

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。

 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行わ
れ、職員が理解している。

保育部会、食育部会、人権部会等の部会を組織しており、各部会からの意見を集
約して事業計画へ反映することで、職員が事業計画に関わるように工夫していま
す。また、年度当初のキックオフミーティング、半期ごとの全体ミーティング、
半期ごとの個人面談など、定期的に事業計画の進捗を確認し、確認された課題に
ついては、管理職会議で協議して事業計画の改善に取り組んでいます。

 事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

4月の保護者向け『たつのこだより』に、保育理念・保育目標・保育テーマを掲
載するとともに、4月最終土曜日に開催する『クラス懇談会』にて、再度担任か
ら保護者へ資料を使って丁寧な説明を行っています。毎年後半に開催される、ク
ラス懇談会にて配布する資料は、クラス担任が自分の想いも加味しながら資料を
作成するので、保護者がより理解・共感しやすくなるように工夫しています。さ
らに、毎年11月に実施する保育参観で保育目標や保育テーマの取り組みの中間
報告をしており、保護者が事業計画も身近に感じられるようにしています。



評価結果

Ⅰ-４-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-４-(1)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅱ-１-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-１-(1)-② a

（コメント）

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

　Ⅰ-４-(1) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

『保育部会』『食育部会』『人権部会』を組織し、定期的に実施する各部会での
ミーティングを基にそれぞれ課題を見つけ修正していますが、本評価基準項目で
は、組織やマネジメントの振り返りとPDCAサイクルを評価するもので、保育士
のスキルアップ以上に組織のスキルアップが重要となります。この組織的な仕組
みの構築は、今回の第三者評価受審に伴って取り組んだ「施設の自己評価」を第
三者評価の受審の年ではない年も含めて毎年実施し、PDCAサイクルが組織的に
定着することが求められます。

 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計
画的な改善策を実施している。

この項目はⅠ-４-(1)-① と連携した質問であり、ここでは、施設の自己評価ま
たは第三者評価に基づいて課題を明確にし、計画的な改善策を実施しているかを
評価する項目ですので、今回の第三者評価の受審を受けて、また、第三者評価受
審していない年度は、組織として施設の自己評価を行い、把握された改善すべき
課題を文書化して職員間で共有し、課題ごとに担当者や期限、改善方針を定めて
計画的かつ組織的に改善に取り組むことを期待します。

評価対象Ⅱ 組織の運営管理

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１-(1) 管理者の責任が明確にされている。

 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図って
いる。

毎年度運営方針と目標を設定し、年度当初に実施するキックオフミーティングに
て全職員に周知徹底しています。大阪市私立保育連盟理事として様々な会議に出
席し、社会福祉事業及び保育園運営に係る情報も一般的な園長よりも多くの情報
を収集しており、各団体(こども家庭庁、社会福祉協議会等)との勉強会や研修に
も積極的に参加して得られた情報を職員ミーティングを通じて全職員と共有して
います。園長は自らの役割と責任を含む職務分掌について、「保育マニュアル」
に文書化するとともに、職員に周知しています。また、防災マニュアル等で施設
長・管理職・担当者それぞれの権限や役割を明確化しています。

 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

園長は法人・施設の運営について、全国社会福祉法人協議会の倫理綱領、こども
基本法の理念に基づいて行い、透明性の確保や自浄作用を高めるために、定期的
にコンプライアンス研修にも参加しています。また、労働基準法や人権に関する
内容等、法人・施設運営に必要な知識を幅広く理解するために園長は研修に参加
しており、順守すべき法令を把握するように取り組んでいます。このような研修
で得た知識、例えば人権や不適切保育・不正運営については、詳細な事例を交え
て法人内研修で職員に共有しています。



Ⅱ-１-(２)-①  b

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅱ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(1)-② a

（コメント）

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮してい
る。

行事終了ごとに、保護者アンケートを実施し、課題は次の改善策へ繋げていま
す。また、園長は大阪市私立保育連盟理事・城東区社会福祉協議会委員として
様々な会議に出席し、社会福祉事業及び保育園運営に係る情報を収集して、自園
の保育の質の向上のため、職員と情報共有しています。また、園長は『目標設定
シート』『自己評価シート』に基づいた面談を年２回実施、職員からの様々な意
見を吸い上げ主任ミーティングにて議論し改善に繋げています。園長は、従来
行っていた保護者アンケートを今年度末から復活する予定とのことですので、来
年度以降の取組に期待します。

 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮してい
る。

園長は、月次資産管理表をもとに法人理事長・監事・会計業務委託会社と打ち合
わせを行い、幅広い視点で経営改善に向けて協議を行っています。職場づくりに
おいては、120名の園児に対して配置基準を大きく上回る人員を配置し、完全週
休2日制、100%近い有給消化率、残業時間はほぼゼロ等、働きやすい環境を整
えています。現在、より快適な労働環境及び保育環境を実現すべく令和7年度中
の全面的な改装を予定しており、「たつのこ保育園大改造委員会」をつくって、
職員からも幅広く意見を集約できる仕組みで取り組んでいます。

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成

Ⅱ-２-(1) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、
取組が実施されている。

理念に基づき園に必要な能力を明らかにして、①こどもが好きで保育に対する熱
意のある人、②向上心・探求心を持つ人、③洞察力・危機管理能力・課題解決力
を持つ人、④コミュニケーション能力・共感力を持つ人、⑤体力がある人の5点
を、求める保育士像として明文化しています。この保育士像をもとにして、私保
連「就職フェア」、ベルサンテ「ほいコレナビ」、ハローワークなどで人材確
保・採用を実施しています。また、人員配置においては、乳児向け、幼児向け、
行事などの提案が得意、ピアノが得意等、職員を評価して足りない人材を抽出
し、人材確保の計画につなげています。

 総合的な人事管理が行われている。

賃金規定に基づき、給与・昇給・賞与が明確に定められ、職員がいつでも確認で
きるようにしています。また、職種等級を定め、自分の現状を把握することによ
り目指すべき姿を明確に示しています。特に年度末賞与については、職員の申請
により貢献度・勤務態度・期待度を数値化し、その基準を基に賞与を算定してい
ます。また、全職員がキャリアバス研修を公平に受講できるように配慮してお
り、費用に関しても施設負担、完全に施設研修として研修を受講できる体制を
とっています。



Ⅱ-２-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-② b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-③ a

（コメント）

Ⅱ-２-(４)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。

 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組ん
でいる。

まだまだ保育業界では少ない完全週休2日制を開園当初から導入しているほか、
全クラス複数担任制を導入することで、勤務時間中に書類作成業務をこなすこと
ができるように配慮し、月々の超過勤務0時間をほぼ毎月実現しています。ま
た、積極的な有休消化を奨励することで、非常に高い有休取得率を達成していま
す。半期に1度、定期的に園長は職員と面談し、仕事についての課題や悩みにつ
いても意見交換をしています。また、外部講師による法人内研修も定期的に実施
し、職員のメンタルヘルスケアにも努めています。

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

職員一人ひとりに対して、年度当初に目標達成シートを配布しその内容について
半期ごとに園長と面談、年度末に自己評価シートを配布し振り返りと新たな目標
設定のために園長と面談が実際されており、目標の進捗管理、達成度の確認が行
われています。このような目標管理の体制は、組織として期待する保育士像や人
材育成理念の実現に向けられたものであり、職員一人ひとりの育成に積極的に取
り組んでいます。

 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研
修が実施されている。

法人で作成された「人材採用計画・人材育成（研修）計画」に基づき、受講する
研修内容については分野別に人員を選別し適材適所・それぞれの目指すキャリア
に合致した研修を受講するように、また一部の職員に偏らないように配慮はなさ
れていますが、園が必要とする職員の知識・技術など具体的な目標や継続的な計
画の作成と研修参加者の報告書及び参加者以外の職員に報告する仕組みが求めら
れます。今後はより年度ごとの関連性や継続性を含めた研修計画及び研修成果の
評価・分析、継続した記録の仕組みを期待します。

 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

キャリアアップ研修は、費用を全額施設負担とし全職員公平に受講させていま
す。法人研修はテーマを決め年2～３回実施、全職員が同じ環境・同じ内容の研
修を受講することにより、偏りのない知識向上を図っています。新任職員に対し
ては、入職時のオリエンテーションとキックオフミーティングにて保育理念・保
育目標を周知しており、私保連新人研修に参加させ、保育士の心構えから社会人
としての基礎を学ばせています。乳児クラス・幼児クラスすべてにおいて複数担
任制を導入することで、各クラスリーダーがチューターとなり、新任職員の育成
及び相談等に対応しています。

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

 実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備
し、積極的な取組をしている。

実習生受入マニュアルを作成し、実習生の受入に関する基本姿勢や体制・対応に
ついて明文化されています。また、実習生等の受入時にはオリエンテーションを
実施し、理念や目標を説明することで、保育という専門職種の特性が共有されや
すくなるよう工夫されています。さらに、実習生の実習前・実習中には養成校担
当者、実習後には実習生とそれぞれ面談を行い、より良い実習体制を構築できる
ように取り組んでいます。



評価結果

Ⅱ-３-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-３-(1)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅱ-４-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(1)-② a

（コメント）

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保

Ⅱ-３-(1) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。

 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

ホームページにおいて法人及び施設の保育理念・保育目標はもちろんのこと新年
度における園の保育目標とテーマも公開しています。また半期ごとに苦情・申立
情報も公開しています。日々の保育活動の様子などは、公式lineアプリ・
YouTubeなどのSNSやドキュメントファイルを通じて保護者限定で保育の様子
を公開しています。また、園長がマンション管理組合副理事長のため、定期的に
開催される理事会において地域住民との情報公開や保育園運営に理解と協力を求
める活動を行っています。『城東区民まつり』にて、園の詳細情報や食育等の取
り組みをポスターにて掲示しています。

 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われて
いる。

会計・経理等に関して、透明かつ自浄作用の効く組織作りのため、会計組織を明
確化し運用しています。出金に関しては、すべて出金伝票にレシートを貼付し担
当者→責任者→統括責任者のトリプルチェックを実施しているほか、それらを基
に作成した月次試算管理表を、定期的に理事長及び監事(税理士)のチェックも受
けています。一定以上の支出には稟議書を申請することで支出の管理を実施して
います。

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献

Ⅱ-４-(1) 地域との関係が適切に確保されている。

 子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

地域貢献の一つとして定期的に園庭開放を実施、地域の子育て世帯に対し保育園
の様子や活動状況を認知してもらう機会を作っています。マンション管理組合と
共同で避難訓練や竜神祭、ハロウィン・クリスマス会を開催するなど、園と子ど
もたちを地域に受け入れてもらうための活動を実施していますが、今後は、近隣
の高齢者施設との交流などマンション以外の地域との交流を積極的に拡大してい
くことを期待します。

 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立
している。

ボランティアの受入について、ボランティア受入マニュアルを作成しており、基
本姿勢が明文化されています。また、ボランティアの受入に際しては、法人およ
び園の保育理念・保育目標を説明しており、専門職でなくとも園における子ども
との関わりや行動について、意識の共有を図っています。他にも、地域の中学校
の就業体験を受け入れており、学校教育への協力も積極的に取り組んでいます。



Ⅱ-４-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅲ-１-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。

 保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が
適切に行われている。

社会資源資料として行政発行の『ひとり親家庭サポートブック』『わくわく子育
て応援マップ』『ふれあい城東』、病児保育資料や放課後デイ各種資料等を準備
し、適宜保護者や来園者に配布するとともに相談にも応じています。また、城東
区の社会福祉協議会会議や要対協会議・食育会議等に随時参加し情報共有に努め
てます。特に要対協見守り対象児が複数名在籍しているため、こども相談セン
ターと城東区役所とは密に連携を図り、園内でも一部の関係者(管理職・担任等)
とは定期的に会議を実施して、対象児の家庭をサポートしています。

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域福祉のニーズ等を把握するための取組が行われている。

園長が大阪市私立保育連盟理事であり、定期的に開催される保育連盟の様々な会
議(理事会・ブロック会・部会等)において、地域の福祉ニーズや生活課題等の把
握ができるように、情報共有や他施設との意見交換を行っています。また、大阪
市私立保育連盟の地域ブロック長、第三者委員を兼務していることから、地域の
保護者や住民の相談事への対応にも積極的に取り組んでいます。

 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われてい
る。

地域貢献の一つとして年間スケジュールで定めた園庭開放を実施、地域の子育て
世帯に対し保育園の様子や活動状況を認知してもらう機会を作っているほか、
『城東区民まつり』にも参加し、地域の親子とコミュニケーションを図っていま
す。大阪市私立保育連盟の活動として、年1回『こどもフェスタin城東』を開
催、地域住民子育て世帯に対し様々な催しものに参加して頂き、保育園の楽しさ
を体感してもらっています。当園が所属しているマンション管理組合と共同で避
難訓練や竜神祭、ハロウィン・クリスマス会を開催。園と子どもたちを地域に受
け入れて頂くための活動を積極的に実施しています。災害対策においては、園児
以外の備品として、水・アルファ米・乾パン・簡易トイレ等の各種防災グッズを
用意しています。

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

 子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を
行っている。

施設職員で『人権部会』を構成し、こどもとの適切な関りや人権への配慮につい
て議論し発表する場を設けています。その内容を反映した保育を実践するため、
年に１回外部講師を招き『こどもの人権尊重』をメインテーマとした法人研修を
実施しています。性差の意識付け・人種の違いを公正に理解できるよう、絵本を
使い男女の違い・国籍の違いの理解を促したり、発表会の配役や身につける衣
装・色を男女問わず自由に選べるように配慮しています。地域特性で外国人の子
どもも在籍しているため、給食メニューに各国のご当地メニュー等を用意して、
外国の理解を深める取組も行っています。



Ⅲ-１-(1)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-① a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-③ a

（コメント）

Ⅲ-１-(３)-① b

（コメント）

 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

『個人情報保護マニュアル』を策定し、職員はそのマニュアルに沿った取り組み
を実施しています。施設職員で『人権部会』を構成し、子どもとの適切な関わり
や人権への配慮について議論し発表する場を設けています。また、子どもに対す
る関わり方を定め、常に職員が意識できるよう、職員用トイレなどに掲示してい
ます。また、性差のプライバシー保護にも配慮して、着替えやトイレ・プールな
ど時間差で使用したり、パーテーションで区切るなどの工夫を行っています。令
和7年度の増改築には男女別のトイレを設置予定です。

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供して
いる。

ホームページに『法人理念』を掲載し、毎年度更新される『保育目標』『保育
テーマ』も掲載しています。城東区役所に園のパンフレット・しおりを常備し、
問い合わせがある保護者に対しは随時配布しています。毎年10月に開催される
『城東区民まつり』にて、園の詳細情報や食育等の取り組みをポスターにて掲示
しているほか、現在、週2回の園見学を随時実施しており、令和6年4月1日から
半年間で延べ62組104名の見学者を受け入れています。また、新年度の一斉入
園説明会は毎年9月最終土曜日に大規模に実施しています。

 保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明してい
る。

入園希望者に対し、必ず園見学をお願いし保育環境と保育理念等を確認しても
らっています。入園決定後は、各項目に確認のチェックを入れる重要事項確認書
を熟読してから、署名をして提出してはじめて入園となる仕組みとしています。
また、入園説明会・クラス懇談会で更なる施設への理解を促進するように努めて
います。１年間の年間スケジュールは新年度４月１日に保護者に配布し、ほぼ変
更することなく1年間見通しを立てて過ごすことができるように配慮していま
す。また、毎月発行の『たつのこだより』で、保育内容や年間スケジュールに変
更があった際は適宜案内しています。また、特に配慮が必要な事項に関しては、
別途案内文書を作成し配布しています。

 保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行ってい
る。

年長クラス担任をメインに『保育要録委員会』を構成し各個人の保育要録を作成
しています。転園した際や卒園した際にそれぞれの進路先へ保育要録を送付し申
し送りをしています。また、転園及び卒園後の窓口として『つながりを大切に』
と言う文書を配布しており、その際の相談窓口として、転園及び卒園時の担任・
主任保育士・園長を記載し、連絡先を併せて明記しています。

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。

 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行ってい
る。

日々の連絡帳やご意見箱・HPからの申し出に対しては、個人やクラスではなく
園全体の問題として対応しています。毎回行事終了時に、行事に対する感想や意
見と合わせて、日々の保育についても意見を聞く姿勢を示してはいますが、保護
者アンケートを今年度からは復活予定とのことでしたので、今後は、毎年アン
ケート調査を実施し、アンケート結果に基づいて検討する担当者や担当部署の設
置、定期的な検討会議開催等の仕組みが構築されることを期待します。



Ⅲ-１-(４)-① a

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-③ a

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

苦情解決についての体制はホームページや重要事項説明書で明文化されており、
担当者・役割・フロー等が確立されています。利用者からは意見しやすいように
ホームページからと園内にご意見箱を設置して、匿名性を担保しつつ幅広くかつ
意見が言いやすい環境づくりに配慮しています。苦情受付の記録もあり、苦情者
へのフィードバックや公表も行れています。

 保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知
している。

申し出に際しては必要に応じて面談を実施。プライバシー保護のため、他の保護
者等の目につかない時間帯や場所(2階保育室やマンション内施設)を用意し配慮
しています。また、1対1ではなく必ず複数名で対応し議事録を作成、その後の
検討会議や対応策に漏れが無いよう対応しています。対応する際は、申し出者が
意見しやすい相手(担任・主任・園長など)を選定し対応、柔らかい雰囲気でリ
ラックスした気持ちで話を進めることが出来るよう配慮しています。令和7年度
の増改築では、保護者面談時のプライバシーに配慮したスペースを設置予定で
す。

 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応してい
る。

保護者との距離感を大切にしながら、親しみやすい雰囲気・話しやすい雰囲気・
お互いを尊重できる雰囲気を大切に日々保育に向き合っています。連絡帳の気に
なる記述や保護者・こどもの様子を常に意識し、変化があれば担任から管理職・
園長へ報告が上がる仕組みになっており、園が一丸となって対応しています。
『苦情対応マニュアル』にて、具体的な対応フローが明記されています。これら
の取組みにより、朝晩の門番、行事、日々の持ち物等様々な事案が改善されてい
ます。

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメン
ト体制が構築されている。

事故発生対応マニュアルに、日々の保育に関する危険箇所の確認や安全点検、園
庭や室内での遊びの中に潜むケガ等のリスクに対して各種対応方法やチェックリ
ストで職員にわかりやすく明記されています。年に1度、警察署・消防署から署
員が来園し、職員と子どもたちに対し誘拐や火災について勉強する機会やマン
ションの管理組合と協業し避難訓練等を実施しています。また、園独自のヒヤリ
ハットを作成し、ヒヤリハットの事例について要因分析の実施と対応策をクラス
や全体ミーティングで議論し改善を行っていますが、今後はヒアリハットの事例
を職員がより簡単に記入できるよう作成用紙の改善をする等して、子どもの安心
と安全を脅かす事例の収集が積極的に行われることを期待しています。

 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を
整備し、取組を行っている。

「感染症マニュアル」を作成し、感染症が発生した際は玄関に病名・症状・クラ
ス・人数を掲示し、全保護者や職員に対して情報提供されています。職員は日常
から保育室の湿度・温度に留意し換気をこまめに行い、感染症予防を行っていま
す。『ほけんだより』は年4回発行され、より詳細な感染症情報や備え・対策・
感染症後の登園再開について、保護者に対し知識と理解を促しています。また給
食業務委託会社の看護師や管理栄養士主催の職員勉強会も定期的に実施していま
す。現在、調理室が保育室に直結している設備環境で、感染リスクは物理的に高
くなる状況ですので、そのあたりのより物理的な環境をを加味したマニュアルの
整備と職員の感染予防意識の向上及び実践を期待します。



Ⅲ-１-(５)-③ a

（コメント）

評価結果

Ⅲ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅲ-２-(1)-② a

（コメント）

Ⅲ-２-(２)-① a

（コメント）

 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行って
いる。

災害時『危機管理マニュアル』『防災・避難マニュアル』が整備され、園長不在
の際の対応も含めた体制及び対応策が明記され職員に周知されています。また
『業務継続計画(BCP)』にて、災害後の体制及び対応策も定められ職員に周知し
ています。入園時に『連絡カード』を保護者に提出してもらい災害時にお迎えを
要請するなど、安否確認の方法が職員・保護者に周知されています。備蓄リスト
が事務所に掲示され、備蓄品(お水・アルファ米・乾パンなど)が全園児分完備さ
れています。月1回の各種避難訓練と、各年1回消防署・警察署立会いの下、訓
練を実施し災害時の対応を確認しています。またマンション管理組合と年1回防
災避難訓練を実施しすることで、災害時の保育園の役割などが確認されていま
す。

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(1) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

 保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されてい
る。

標準的な実施方法について手順や方法を記した「保育マニュアル」が事務所や各
クラスに設置され、いつでも職員が確認できるようになっています。誤飲・誤
食・誤嚥など重大事故の対応などがクラスに貼られており、園全体で意識しなが
ら保育業務を実施する仕組みがあります。職員の実施方法が統一されたものにな
るよう、朝礼や会議などで業務の手順や変更点などを共有するため、ノートに記
載し事務所や各クラスに設置し確認しています。

 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

標準的なマニュアルは行政や法人のマニュアルとは別に、施設独自のマニュアル
を作成し定期的（１年ごと）に見直され、内容は職員の意見を反映したたものに
なっています。また「目標シート」と「自己評価シート」を用い、園長が職員に
対して面談を通して実施方法の確認や見直しをする仕組みがあります。ミーティ
ング（クラス・月齢・アレルギー・主任）や部会（保育・遊び・人権）を通して
標準的な業務内容を見直す仕組みがあり、質の高い保育の実現を目指していま
す。

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

 アセスメントにもとづく指導計画を適切に策定している。

指導計画作成に関しての責任者が定められ、全体的な計画に基づいた内容になっ
ています。責任者の意見だけでなくアセスメント（情報収集や分析）に関する話
し合いを職員間で行い意見が反映されています。乳児クラス・幼児クラス・フ
リーの職員の意見を集約し、定例ミーティングなどを通して園全体で協議する仕
組みになっており、アセスメントからの計画作成、実施、評価、見直しをしてい
ます。また、３歳未満児、特別支援の子どもに対して個別の指導計画が作成され
ています。日頃の子どもの観察や送迎時の保護者との連携、連絡ノート、懇談
（クラス・個人）等をすることで、子どもや保護者などのニーズを正確に把握
し、個別の指導計画に取り入れられています。



Ⅲ-２-(２)-② a

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-① a

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-② a

（コメント）

『個人情報保護マニュアル』を作成し記録の管理責任者が明文化され、記録の保
管期間・破棄・情報の提供の方法が定められています。内容は子どもの記録や家
庭環境等の情報は漏洩しないよう対策が明文化されています。職員に「個人情報
の取り扱い」の内容を共通理解するため、法人研修（人権研修）が定期的に行わ
れています。職員からの情報漏洩を予防するため、職員にノンコンタクトタイム
を設け、持ち帰り作業が発生しないようになっています。保護者に対し『重要事
項説明書』にて、個人情報の取り扱い方法・責任者等を明記し、理解を得てから
確認書にて同意を得る仕組みになっています。

 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

年間指導計画なは四半期ごとに定期的に振り返る仕組みになっています。各クラ
スの見直しは毎月初の月案ミーティングにて計画を立案し、意見を出し合うこと
で検討をしています。具体的な計画内容や見直しをした後、変更になった内容は
定例ミーティングや連絡ノートにて職員に周知しています。行事終了後は速やか
に反省点を記録し、検討会議を行うことで内容の課題や見直しをした後に反映で
きるようにしています。

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

 子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で
共有化されている。

日誌・月案・発育の記録にて、個々の子どもの様子や月・期毎の成長発達・生活
状況について記録保管しています。保護者に入園前の子どもの発育状態や生活状
況を聞き取ることや在園後も保護者面談、送迎時、連絡ノートなどを通して子ど
もの状態について把握しています。内容は職員ミーティングを通して職員間で共
有しています。気になる事象があった（保護者の様子を含め）際、エピソード記
録に記録し、園全体で共有することで継続した見守りができるようにしていま
す。職員の連絡ノートは事務所に設置しており、朝礼などの内容を全職員が記
入・確認・閲覧でき、全職員で共有できる仕組みになっています。

 子どもに関する記録の管理体制が確立している。



評価結果

Ａ-１-（１）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-② a

（コメント）

Ａ-１-（２）-③ a

（コメント）

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのでき
る環境を整備している。

園全体が明るく広々とした環境になっており、入口及び各保育室には子どもの製
作や装飾もあり、子どもたちが自ら季節を感じることができるような環境になっ
ています。朝・昼・夕方の3回掃除タイム(掃除機・ふき掃除・消毒)を設ける
他、週末はより丁寧で細かい掃除(天日干し・漂白・除菌)を実施しています。
0、1歳児は広々と独立した保育スペースとなっており、食事、睡眠、排泄など
の空間が確保され、子どもたちが心地よい空間でゆったりと過ごせる環境になっ
ています。2歳児以上はオープンスペースになっており、各クラスの保育スペー
スが確保されています。孤立した睡眠スペースの確保が難しいですが、パーテー
ションの利用や照明の工夫など、職員間で連携をとりながら子どもが安心して
ゆったりと休息できるように工夫しています。令和7年度中の大規模改修を予定
しており、男女別トイレ、保育スペースに関しては、子どもが落ち着いて過ごせ
るスペースを拡大する予定になっています。

ワンフロアの利点を活かして、年齢別の保育にこだわらず、子ども一人ひとりの
発達の差や家庭環境の違い、その時々の気持ちや欲求などを把握しながら、過ご
しやすいように2歳から5歳の担当職員全体で見守りを実施しています。個々の
家庭環境を把握しながら生理的欲求（食事・睡眠・排泄等）を満たすため、一人
ひとりに合った関わりをしています。子どもが伝えようとしていることを感じと
り、職員が待つことも大切にしながら子どもの気持ちに寄り添った対応をしてい
ます。また、職員一人ひとりが人権意識を向上させるべく人権研修を実施して共
通理解をはかっています。さらに、自身の保育や子どもへの対応などを振り返る
ことができるようにチェック項目を掲示し、日々、子どもとの関わりが適切かど
うかを常に意識できる環境になっています。

子どもの発達を理解しながら個々の発達にあった環境を整備しています。子ども
の発達（できる・できない・もう少しでできることなど）に応じ、職員が過度に
手伝うことなく、「小さな成功」が子ども自ら実感できるように関わっていま
す。ほぐし遊びやリズム運動をとり入れ体幹を鍛えたり、全身の身体発達を促す
取り組みをしています。幼児クラスの排泄は、男女別に利用しており、園外での
公共トイレ（男子小便器）に対応できるようにもしています。また、食事面では
フォーク・スプーン・箸の使用を自ら選べるようにし、個々の食べ具合を尊重し
ながら楽しく食べることができる環境を大切しています。

一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っ
ている。

児童福祉分野【保育所】の内容評価基準

Ａ－１　保育内容

Ａ－１－（１）　全体的な計画の作成

保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達
や家庭及び地域の実態に応じて全体的な計画を作成している。

全体的な計画は保育所保育指針をはじめ、各種法令や園の理念に基づいて作成
し、子どもの発達や状況・地域の実態を反映するような内容になっています。見
直しは年度末に検討会議を行い、その時々の子どもの発達や保育時間をも考慮し
た内容になっています。また、保育観を持つ職員を尊重しながらも保育の足並み
を揃えるため、適宜勉強会を実施し、園の保育理念等への理解を深める取り組み
も行われています。

子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境の整
備、援助を行っている。



Ａ-１-（２）-④ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑤ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑥ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑦ a

（コメント）

３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教育が一体的
に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

１歳児は他の年齢の子どもたちとは独立した広い空間のスペースですごしてお
り、家庭的な環境になっています。子どものやりたいという気持ちを受け止めな
がら安全に探索活動ができるように、机の配置を変えるなどの工夫をしていま
す。職員は、子ども一人ひとりの発達を把握し生活習慣の獲得にむけて、個々に
応じた言葉がけを行っています。一方、2歳児は3歳児以上の子どもたちと同じ
空間で過ごしており、自然に異年齢での関わりができる環境になっています。職
員は日ごろから外遊びを多く取り入れて、身体の動かすことの大切さや子ども同
士の関りを大切にしています。

乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開される
よう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

保育室は遊び・排泄・睡眠の空間が十分確保され、子どもが安全で安心しながら
ゆったりと過ごせるような環境になっています。育児担当制を取り入れ、子ども
一人ひとりの生活リズムに合わせた関わりをすることで愛着関係を形成していま
す。また、月齢に応じた保育計画を立案し、手作り玩具等を取り入れながら温か
みのある保育を心掛けています。さらに、職員間で話し合いながら子どもの成長
に応じて玩具の入れ替えを行っています。食事は家庭と連携を取りながら、一人
ひとりに応じた離乳食などを提供し、食べる前に食事（食材）を見せながら自分
で食べている実感がわくように職員が丁寧に関わっています。

３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

職員間で連携をとりながら、子どもたちが充実して遊べるように園庭や保育室な
どの使用方法を、園全体で確認しています。散歩を通して地域の人と挨拶を交わ
したり、子どもがのびびと身体を動かして遊べるように近隣の公園を活用してい
るほか、保育園周辺は身近に虫や草花に触れられる環境になっており、草花など
を製作や遊びに取り入れるなど知的好奇心の高まりにつなげる取り組みを行って
います。散歩や遠足、日常の遊びや生活の実体験を通して、職員が丁寧に関わる
ことで社会的ルールや態度（順番や貸し借り、仲良く遊ぶためのルール、公共の
場でのマナーや態度）を育む取り組みがなされています。また、幼児クラスは、
定期的に姉妹園との交流を通じ、園以外の友だちや先生とのコミュニケーション
の広がりを図れるように配慮しています。

子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊び
を豊かにする保育を展開している。

2歳から5歳まではワンフロアの広いスペースで過ごしており、異年齢の子ども
たちと自然に関われる環境になっています。各年齢が連携を取りながら、日々の
活動に応じて可動式ロッカーなどで区切り、子どもたちが十分に遊べる環境づく
りをしています。各年齢でテーマをたて、子どもたちで決めた目標（やる気な
ど）の評価が「見える評価」としてクラスに掲示されており、子どもの意欲につ
ながる取り組みがなされています。5歳児クラスには数字や文字などが書かれた
ものが保育環境の中あり、また個々を尊重しながら目標に向かってみんなで達成
する経験をすることで、就学を意識する取り組みがされています。すべての年齢
において、運動遊び、散歩、相撲（年4回）、マラソンなどの体力づくりに心掛
け、自らの成長が実感できるように取り組んでいます。子どもたちの取り組みが
保護者に具体的に理解できるように、画像などを用いて情報共有しています。取
り組みの様子や育ちの過程などは記録に残し、職員間で引継ぎを行っています。



Ａ-１-（２）-⑧ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑨ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑩ a

（コメント）

Ａ-１-（３）-① a

（コメント）

Ａ-１-（３）-② a

（コメント）

Ａ-１-（３）-③ a

（コメント）

障がいのある子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の
内容や方法に配慮している。

個別の計画をクラスの計画と関連付けながら立案し、適切なサポートや過ごしや
すい生活習慣の場の工夫をし、その内容を保護者に伝えています。周りの子ども
たちと一緒に生活する中で共に育ち合いができるように職員が関わりの仲立ちを
しています。情緒が不安定の場合は、落ち着いた環境を用意して情緒の安定を
図っています。該当する児童が通う療育施設と連携を図り、保護者の同意の上、
療育施設・関係機関と連携をとり情報交換や直接様子を見てもうことを通して、
課題などの共通した支援を行っています。

それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内
容や方法に配慮している。

 子どもの健康管理を適切に行っている。

保育園での内科健診・歯科健診などの結果は「健康の記録」に記録し、すぐに確
認できるように「健康状態一覧表」に保管しています。また健診結果は敏速に保
護者に報告しミーティングなどを通して職員間で共有しています。健診結果を考
慮し嘱託医と連携を取り（アドバイスなどを）定期的に発行し「ほけんだより」
にて保護者に伝えています。歯科健診などの結果を反映させ、年齢に合った指導
（白湯を飲む、うがいや歯磨きなど）を計画の中に入れています。

ガイドラインを基に「アレルギーマニュアル」を作成し、職員は子どもたちに適
切な対応をとっています。アレルギー疾患の子どもに対して、新年度に医師の意
見書・指示書を提出してもらい、全職員及び給食委託会社と情報共有をしていま
す。月末にアレルギーミーティングを実施し、翌月の献立と代替メニューの確認
をした後に保護者に確認したものを提供しています。代替メニュは形・色合い・
質感等、通常メニューと変わらないように工夫したものを提供しています。給食
提供時は給食室・配膳担当・クラス担任が声出し確認を行い、お盆の名前と座席
の固定マークと一致していることを確認することで誤食予防に取り組んでいま
す。

食事の提供は、それぞれの年齢に合わせ、個々の生活リズムに配慮して行ってい
ます。長時間保育を必要とする子どもに対しては、ゆっくりと落ち着ける環境を
工夫し、保育者もゆったりと関わることで情緒の安定を図っています。連絡ノー
トや、ホワイドボード、ドキュメントファイル等をとおして、保護者との連携を
大切にしています。その日の子どもの様子などを職員間で連絡ノートを通して、
共有するための引き継ぎを行っています。

城東区内小学校や他区の小学校に就学する子どもたちが多数在籍しており、就学
先のすべての小学校の関係者（主に教頭先生）と緊密に情報交換をし、子どもた
ちが入学後も安定した生活がおくれるように配慮しています。3歳児から数字の
認識、4歳児に文字や時計になじむような取り組みなど、遊びや生活の中に取り
入れ、自然に小学校生活の見通しが持てる取り組みを行っています。保育所児童
保育要録は、5歳児担任が主となり『要録委員会』を立ち上げ、在園時にかか
わったすべての担任・職員で要録の内容について、意見交換をしながら作成して
います。

「健康管理マニュアル」に基づき、日々子どもたちの適切な健康管理にを実践し
ています。入園時に既往歴や予防接種、アレルギー・ひきつけ等を記録する「健
康のきろく」を全園児作成し、すべての子どもの健康状態を把握する仕組みがあ
ります。子どもの健康状態の把握は、会議やミーティングを通し職員で共有して
います。。0から2歳児は保育室でゆったりと睡眠スペースが確保されています
が、SIDS対策として、0歳・1歳児は5分、2歳児は10分間隔の呼吸チェックを
実施、3歳児も保育士が傍に付き添い見守っています.

 健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している。

アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの
指示を受け適切な対応を行っている。

小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方
法、保護者との関わりに配慮している。

Ａ－１－（３）　　健康管理



Ａ-１-（４）-① a

（コメント）

Ａ-１-（４）-② b

（コメント）

評価結果

Ａ-２-（１）-① a

（コメント）

Ａ-２-（２）-① a

（コメント）

 保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。

子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供してい
る。

Ａ－１－（４）　　食事

保護者からの意見・相談・要望への対応は、職員ごとに役割が明文化され、それ
に基づいた対応をしています。職員は朝・夕の送迎時に子どもの様子やその他連
絡事項などを保護者に積極的に伝え、保護者が安心できるように情報共有を図っ
ています。また保育園生活において配慮を必要とする子どもや保護者に対して
は、個別に面談するなど保護者が話しやすい環境にしています。送迎時・お帳
面・個人面談等で知りえた情報は『個人情報保護マニュアル』に沿って守秘義務
を遵守しています。

Ａ-２　子育て支援

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

園と給食委託会社は「食（育）」についての連携が密に行われており、子どもた
ちの給食に対する嗜好や傾向を把握し、検討結果を反映した新メニュー開発や既
存メニューの改善を行っています。子どもたちが買い物から調理・配膳まで担当
する『キッズクッキング』や、店員に扮して給食を提供する『たつのこカフェ』
等のほか、各国のご当地メニューや日本のご当地メニュー・絵本に出てくるメ
ニューを提供する絵本給食など、子どもたちが食に興味を持てるような工夫を
色々行っています。衛生面においては、「衛生管理マニュアル」を作成し職員で
共有していますが、今後はより保育環境を加味した、マニュアルの見直し及び組
織的な手順などの共通理解を期待しています。

毎日の出来事を0～2歳児クラスまではお帳面に、3歳児以上のクラスは随時連
絡ノートを使用しその時の子どもの様子などを保護者に情報提供しています。ま
た各クラスがホワイトボードやドキュメントファイルにて保護者の方に必要事項
や連絡・報告を行っています。年度初めに保護者に対してクラス懇談会を行い新
年度の「保育目標やテーマ」「年間スケジュール」「クラスのねらい」を説明
し、保育の意図や保育内容について周知しています。保護者からのクレームや要
望があったあった場合の対応の仕組みが定められており、職員に周知していま
す。また保護者との面談の際は書記が同席し内容を記録しています。記録した内
容は議事録にまとめ全職員に情報共有しています。

 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。

 食事を楽しむことができるよう工夫をしている。

０歳児から５歳児までの子どもたちに朝のおやつ（煮干しなど）を提供し「脳の
活性」や「噛む力」を養っています。食育担当者が食育年間計画を作成し、テー
マ（ご当地のご飯を通して日本を知る）を基に定期的に特別メニューを考え、楽
しんで食事ができるような取り組みがされています。個々の食欲や食事の状況を
職員が把握し、食事の分量などを調整しながら、食事の時間が楽しい時間となる
ように工夫しています。食に興味を持ち意欲につながるように、日常の中で菜園
活動、クッキング活動などを取り入れています。また行事の際は食材を子どもた
ちでスーパーに買いに行き、食事を作る過程を知ることで、食に関する知識を深
める取り組みもしています。毎日の子どもの給食やおやつの様子はSNSを通じ
て保護者に共有しています。



Ａ-２-（２）-② a

（コメント）

評価結果

Ａ-３-（１）-① a

（コメント）

評価結果

Ａ-４-(1)-① a

（コメント）

Ａ-４-(1) 子どもの発達・生活援助

Ａ-４ 子どもの発達・生活援助

Ａ－３ 保育の質の向上

家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対
応及び虐待の予防に努めている。

保育実践は保育計画や保育日誌、個別記録などを通して評価・反省を行い、自ら
の保育内容を振り返る仕組みが定められています。自己評価は「子どもの育ち」
と「自らの保育」に対しての2つの視点での評価内容になっています。園のミー
ティングなどをとおして保育実践を振り返り、自己評価をすることで個々の資質
向上をめざし園全体の資質向上ににつなげています。

就業規則や保育理念に明記されており、内容を職員に周知しています。また、園
内の目につくところに（複数）保育理念と共に不適切保育について明記され、日
頃から職員が意識できるような仕組みになっています。園長は朝礼を通じて不適
切保育の具体例を挙げ、その実態や勘違いされる保育が無いように丁寧に説明し
ています。全国保育士会のチェックリスト等を活用し、定期的に全職員でセルフ
チェックを実施しています。また法人内研修で外部講師を招き、人権・不適切保
育防止の研修を定期的（年1回）に実施しています。職員のストレス解消や疲労
感を軽減するためのメンタルヘルスケア研修も定期的に実施しており、不適切保
育の要因解消に向けて積極的に取り組んでいます。

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保
育実践の改善や専門性の向上に努めている。

法人で『虐待対応マニュアル』が定められており、法人内研修で定期的に実施
し、職員が虐待に対しての理解・意識向上する取り組みが行われています。毎朝
登園時、全園児に対し必ず視診を実施し、気になる内容があれば管理職や園長に
報告、写真で状況を撮影・議事録メモに残し経過観察をするなど虐待の早期発
見・予防対応を組織的に行っています。「子どもの権利擁護」において、常に中
央子ども相談センターと城東区役所子育て教育担当者、放課後デイサービス業者
と定期的に情報交換を実施しています。

体罰等子どもへの不適切な対応が行われないよう、防止と早期発
見に取組んでいる。



調査の概要

利用者への聞き取り等の結果（概要）

調 査 方 法 自記式WEB調査

【保育の取り組み姿勢について】
入園時に保育方針や保育内容について十分な説明があり、お子様の性格や成長歴の聞き取りも
しっかり行われているほか、行事日程も参加しやすいという声が大多数を占めています。

【職員の態度や姿勢について】
「明るく笑顔で接している」「言葉遣いや態度、服装が適切である」「子どもの長所や個性を認
めている」「子どもの人権を尊重している」のすべての質問で90%以上の高評価になっていま
す。

【保育内容について】
「園内は清潔で整理されている」、「アレルギー対応でも保護者と連携が取れている」、「遊具
や教材が充実している」、「戸外遊びが工夫されている」などすべての項目で高評価になってい
ます。否定的な保護者が1名もいないことも特筆に値します。

【安心・安全について】
感染症情報はしっかり玄関先にも掲示されるなど情報提供されているほか予防の呼びかけもなさ
れています。保育中の怪我の対応や連絡に関しては90%以上の方が満足されています。

【保護者との情報共有】
充実したおたよりや連絡帳、玄関先のホワイトボードを活用してわかりやすく園やクラスの様子
が伝えられているほか、保護者参加型イベントが多数あることによりしっかり情報共有されてい
るようで、９０％以上の方が満足されています。

【苦情や要望について】
不満や要望はしっかり聞いてくれると約90%の保護者が回答しています。

【お子様の様子について】
「園内であなたのお子様は楽しく過ごしている。」とすべての保護者が回答しています。また、
「入園希望の方がいたら、入園を勧めたい」と回答された方も、実に97%という結果となりまし
た。

利用者（保護者）への聞き取り等の結果

調査対象者 たつのこ保育園保護者

調査対象者数 有効回答者数　　７０　人



福祉サービス第三者評価結果報告書【受審施設・事業所情報】 
における項⽬の定義等について 

 
 
①【職員・従業員数】 

●以下の項⽬について、雇⽤形態（施設・事業所における呼称による分類）による区分で
記載しています。 

 
▶正規の職員・従業員 
・⼀般職員や正社員などと呼ばれている⼈の⼈数。 
 
▶⾮正規の職員・従業員 
・パート、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託などと呼ばれ
ている⼈の⼈数。 

 
 
②【専⾨職員】 

●社会福祉⼠、介護福祉⼠、精神保健福祉⼠、介護⽀援専⾨員、訪問介護員、理学療法⼠、
作業療法⼠、⾔語聴覚⼠、保育⼠、社会福祉主事、医師、薬剤師、看護師、准看護師、
保健師、栄養⼠等の福祉・保健・医療に関するものについて、専⾨職名及びその⼈数を
記載しています。 

 
 
③【施設・設備の概要】 

●施設・設備の概要（居室の種類、その数及び居室以外の設備等の種類、その数）につい
て記載しています。特に、特徴的なもの、施設・事業所が利⽤される⽅等にアピールし
たい居室及び設備等を優先的に記載しています。併せて、【施設・事業所の特徴的な取
組】の欄にも記載している場合があります。 

 
 例 

居室 ●個室、2⼈部屋、3⼈部屋、4⼈部屋 等 

設備等 ●保育室（0才児、1才児、2才児、3才児、4才児、5才児）、調乳室、 
洗⾯室、浴室、調理室、更⾐室、医務室、機能訓練室、講堂 等 

 


